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グリホサート（CAS no. 1071-83-6） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

グリホサートの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、視床下部―下垂体

―生殖腺軸への作用、ホルモン合成系の作用及び抗アンドロゲン様作用を示すこと、試験管内試験

の報告において、ホルモン合成系への作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生態影響 

 Soso ら(2007)によって、グリホサート配合物(Roundup WG、640g/kg) 3,600μg/L (設定濃度)に 30

日間ばく露した成熟雌サウスアメリカンキャットフィッシュ(Rhamdia quelen)への影響(ばく露

開始から 40 日後)が検討されている。その結果として、血漿中エストラジオール濃度の低値、

血漿中コルチゾール濃度の高値が認められた。 

なお、生殖腺体指数、肝臓体指数、血漿中テストステロン濃度、肝臓中アラニントランスフ

ェラーゼ、肝臓中アスパルテートトランスフェラーには影響は認められなかった。 

また、グリホサート配合物(Roundup WG、640g/kg) 3,600μg/L(設定濃度)に 30日間ばく露した

成熟雌サウスアメリカンキャットフィッシュ(R. quelen)への影響(ばく露開始から 40 日後にコ

イ下垂体抽出物注射による産卵誘導)が検討されている。その結果として、孵化率の低値が認め

られた。 

なお、産卵率、卵母細胞数には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用、ホルモン合成系のかく

乱 

 

(２)生殖影響 

 Romano ら(2010)によって、グリホサート５、50、250mg/kg/day を 23 日齢から 53 日齢まで経

口投与した幼若雄 Wistar ラットへの影響が検討されている。その結果として、５mg/kg/day 以

上のばく露群で精細管上皮厚の低値、精細管内腔直径の高値、50mg/kg/day 以上のばく露群で

包皮分離日の遅延、250mg/kg/dayのばく露群で精巣相対重量、副腎絶対重量の高値が認められ

た。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用、ホルモン合成系への影響 

 Dallegrave ら(2007)によって、グリホサート配合物(Monsanto 社製 Roundup 360g/L、界面活性剤

としてポリオキシエチレンアミン 18%w/v) 50、150、450mg/kg/dayを妊娠期間(21～23 日間)及

び哺育期間(21日間)に経口投与したWistarラットへの影響が検討されている。その結果として、
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新生仔において、150mg/kg/day以上のばく露群で雌仔動物の膣開口日の遅延、450mg/kg/dayの

ばく露群で雄仔動物の包皮分離日の早期化が認められた。なお、新生仔性比、新生仔生存率、

離乳仔生存率、同腹仔動物数、新生仔体重、離乳仔体重、雄仔動物の精巣下降日には影響は認

められなかった。 

また、65日齢(継続ばく露せず)雄仔動物において、450mg/kg/dayのばく露群で血清中テスト

ステロン濃度の低値が認められた。なお、精巣相対重量、精巣上体相対重量、精嚢相対重量、

前立腺相対重量、日毎精子産生数、総精子数、精子輸送所要日数、形態異常精子率、精子産生

精細管率、精細管直径には影響は認められなかった。 

また、140日齢(継続ばく露せず)雄仔動物において、50及び 450mg/kg/dayのばく露群で日毎

精子産生数、総精子数の低値が認められた。なお、精巣相対重量、精巣上体相対重量、精嚢相

対重量、前立腺相対重量、精子輸送所要日数、形態異常精子率、精子産生精細管率、精細管直

径、血清中テストステロン濃度には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用、ホルモン合成系への影響、視床下部―

下垂体―生殖腺軸への作用 

 

(３)ライディッヒ腫瘍細胞への影響 

 Walsh ら(2000)によって、グリホサート(Roundup、180g/L) 12,500、25,000、50,000、100,000μg/L

に２時間ばく露したマウス由来ライディッヒ腫瘍細胞 MA-10 への影響(１mM ジブチル cAMP

共存下)が検討されている。その結果として、25,000μg/L 以上のばく露区でプロゲステロン産

生量の低値が認められた。 

また、グリホサート(Roundup、180g/L) 25,000μg/L に２又は４時間ばく露したマウス由来ラ

イディッヒ腫瘍細胞 MA-10への影響(１mM ジブチル cAMP 共存下)が検討されている。その結

果として、プロゲステロン産生量、P450scc活性(25μM 22R-ヒドロキシコレステロール共存下)、

3β-HSD mRNA相対発現量、StAR 相対発現量の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：ホルモン合成系への作用 

 

(４)疫学的調査 

 Arbuckleら(2001)によって、グリホサートについて、カナダ Ontario Farm Family Health Study

にて(1991 年から 1992 年にかけてと思われる)どちらか一名が農場で働く夫婦(女性年齢は 44

歳以下とし 2,110件、妊娠 3,936件このうち 395 件が流産)への影響が検討されている。その結

果として、妊娠前グリホサートばく露(3ヶ月以内)における後期流産(妊娠 12～19週間) 17件に

オッズ比 1.7(95％信頼区間 1.0～2.9)及び早期流産(妊娠 12週間未満)16件にオッズ比 1.1(95％信

頼区間 1.0～2.9)、妊娠前グリホサートばく露(第１三半期)における後期流産(妊娠 12～19週間) 

12 件にオッズ比 1.4(95％信頼区間 0.8～2.5)及び早期流産(妊娠 12 週間未満) 10 件にオッズ比

0.8(95％信頼区間 0.4～1.6)が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 
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（平成 26年度第１回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 参考資料 2-3より抜粋） 

 


